
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

305

補正予算

357 319 305 0

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　本事業を効果的に実施するために、文部科学省委託事業の「運動部活動指導の工夫・改善支援事業（25年度：運動部活動地域連携再

構築事業）」に統合し、4種目の実技指導研修を行う。

　また、研修会の講師についても県内外から国内トップレベルにある指導者を招聘し、より質の高い研修内容にする。

　さらには、技術指導の向上だけでなく、指導者としての資質の向上を目指して、講演会も併せて実施する方向。

目標に対

する成果

の状況

バレーボールと軟式野球の2種目を実施し、バレーボールでは44人、軟式野球では27人の参加者があり、目標の60人を上回ることができ

た。

実技を通しての指導研修は、指導者の指導力向上につながった。

 概算事業費（B（A）+C） 1,750 1,145 1,018 0

826 826 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

319合計（A) 357

当初予算 357

概　算

人件費

0.10 0.10 0.10

826

924 319 192

294 305

0

82人

25年度25年度25年度25年度 26年度

25

項目

運動部活動指導者

研修会参加者

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （当初）

運動部活動指導者研修事業 直接

9月9日、10日　運動部活動指導者研修会の実施

参加者数71人（バレーボール44人、軟式野球27人）

305 192 －

（決算）

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 検討中

運動部活動における指導者の指導力の向上により、生徒にとってより充実した運動部活動が実施される。

○本県の運動部活動顧問の約６割は、学生時代に運動経験がなかったり、当該種目の専門ではない状況にある。

○中学校、高等学校の運動部活動指導者のうち、主として経験の浅い教員を対象にして研修会を開催している。
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成果目標の達成状況

【左記の説明、根拠法令等】

・学校教育法、教育公務員特例法、スポーツ基本法

事業番号 15 09 04 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

教育委員会事務局

３　豊かな心と健やかな身体の育成 実施期間 S62 ～

7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

○運動部活動指導者研修事業は、2種目開催し40人の参加を得る

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標

合計 305 192

60人 71人 達成

成果 達成状況
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